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書評（新刊紹介）：日本林業技術協会編．1999．森林の環境100不思議．218pp・日本林業技術協会，東京．本体

１３００円．

本書は，森林の環境に関心をもつ人だけでなく，地球

人として森林と環境のかかわりに関心をもってもらいた

いあらゆる人を対象に執筆・細集されている。森林総合

研究所を中心にした中堅・若手の研究者が執筆にあたっ

ている。１項目２ページで100項’’２()()ページ，それぞ

れの項目を得意とする研究者が担当している。それに加

えて，平易なです。ます体で語られ，項'’ごとに親しみ

やすい題目が付けられているので，読者の興味のあると

ころから読みはじめることができる。

そうは言っても，ただ項目の羅列だけなら辞書同然で

あるが，本書はそうではない。環境問題と森林，気候変

動と森林，日本の森林の変遷と現状、森林が守る私たち

の生活環境の４つのおおきな部分に分かれており，ス

トーリー性を失っていない。そのストーリー性とは，今

日の地球環境問題を理解するための緑の生態系，自然・

人類の歴史における緑の生態系，現代社会史における緑

の生態系といった呉合である。

編集・発行にあたっている林業技術協会，執筆者の大

半が所属する森林総合研究所とは，いったいどういうこ

とをしているところなのか。それをアピールする目的も

本書にはあるようだ。そういう視点も忘れずに読んでみ

ると，一層おもしろくなるかも知れない。

（辻誠一郎）


